
・本資料は、2007年 5月 10日の決算説明会の要約です。本資料には、将来の業績に関わる記述が含まれて

います。 こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。 

将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性があることにご留意ください。 又、本

資料は情報の提供のみを目的としており、投資の勧誘を目的としておりません。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 



・ ２００７年６月の定時株主総会の承認を前提として２００７年１０月１日より社名を「株式会社大阪チ

タニウムテクノロジーズ」に変更する予定です。その理由については次頁に示しています。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



・ ２００６年度（０７／３期）は４３２億円の売上となり、３期連続過去最高売上高を更新しました。２

００７年度（０８／３期）については売上高５３０億円と４期連続最高売上高更新を見込んでおります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・ ２００６年度（０７／３期）は１５８億円の経常利益９２億円の当期純利益となり、売上高同様３期連

続過去最高益を更新しました。２００７年度（０８／３期）については経常利益２００億円と４期連続

最高益更新を見込んでおります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・２００６年度に実施した資本政策は下表の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・ 配当水準については２００６年度（０７／３期）の期末配当は３０円／株となります。尚、２００７年

度（０８／３期）は年間７０円／株を予定しています。 

・ これまでの配当水準は下表の通りですが、上場以来分割を２回実施していますので、実質的な配当水準

を評価していただく為の、表を次頁に記載していますので御参照願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



・ ２００６年度の売上高については前年度比１１９億円増の４３２億円となりましたが、各々のセグメン

ト毎の状況、及びその増加要因は下表の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・ チタン事業の売上高増要因中の数量増の背景となっている生産能力の増強ステップと生産量を下表に示

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・ ２００６年度の経常利益は前年度比７６億円増の１５８億円となりましたが、各々の段階における利益

水準は下表の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・ ２００６年度の営業利益は前年度比７５億円増の１５８億円となりましたが、セグメント毎の営業利益

水準の状況は下表の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・ ２００６年度の営業利益は前年度比７５億円増となりましたが、その要因は下表の通りです。チタン事

業の生産能力増強による数量効果、及びスポンジチタンとその他事業中の多結晶シリコンの価格アップ

効果が利益水準アップの大きな要素となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・ ２００６年度における B/Sの増減は下表の通りです。業容及び利益水準の拡大による総資産増が主体で

すが、０７／７出荷開始の多結晶シリコンの生産能力増強工事も順調に進んでおり、07/3Eで建設仮勘定

として２２億円計上されている事も総資産の増加要因にもなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・ ２００６年度のC/Fの状況は下表の通りです。営業活動によるC/Fが大きく増加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




